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有田市教育委員会
回覧

7月に第 1回有田市コミュニティ・ スクール連絡協議会が開催され、各校の年度初めの学校運

営協議会の協議内容等について情報交流が行われました。

各校協議会では学校と地 i或・保護者等で育てたい子

供像を共有 し、前年度の評価を反映させた学校教育計

画について協議 し、承言忍されました。各校から、協議

会での各委員の意見が年叔主体的になつてきているこ

とが報告され、コミュニティ・ スクールに対する取組

の充実が感 じられました。

また、各校それぞれの特色ある取組や課題についての協議が行われています。例えば、登下校時

の交通安全に関することや学校の決まりについて、学校と地域が協議を行うことで子供たちの成長

|こ ともに関わつている意識が高まりつつあるようです。

少子・高齢化が進む中、これからも学校教育の充実と地域の活性化に少しでも貢献できるよう、

コミュニティ・スクールの取組の推進を図つていきたいと思つています。

ジュニア救急講習～助かる命を助けるために～ 【港小学校】

昨年は港町公民館の rS、れあいルームで「ジュニアメディカル講習」として実施 しましたが、今年

はより多くの子供が参加できるように6年生の授業で講習を行いました。講習には有田市消防本部

|こ協力いただきました。

授業では自分や家族、反達、地域の人の救命について考えました。

急病や事故等に遭遇 したときに自分たちのできることを考えたり、

正 しい 119番 通報の仕方や簡単な心臓マ ッサージ等も指導を受

け、体験 しました。

授業後の子供のようすや感想から、命の大切さを感 じるとともに、

救命に関わる仕事の大切さ・大変さを理解 したようです。また、日頃

の生活を見直し、自分たちのできることを積極的にやろうという意識も高まつたようです。

令和 4年度第 1回有田市コミュニティ・スクール連絡協議会
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